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　日本で平成18年度に胃がんが原因で死亡された方は、50,402人（男性32,732人、女性17,670人）で、全が

ん死亡者数の15.3％を占めています。死亡者数は男性の方が肺がん（45,927人）に、女性の方が大腸がん（18,653

人）に次いで第２位になっています。愛媛県においても、胃がんにより死亡される方は減少傾向にあるものの、平

成18年度では肺がん（826人）に次いで第2位（698人）になっています。

　このような状況の中、当協会では地域住民を対象に年間約30,000人の胃がん検診を実施していますが、ここ数

年受診者は年々減少傾向にあります。また、せっかく検診を受診され、その結果が「要精検」と判定された方で精

密検査を受診されているのは、約86％にとどまっているのが現状です。

　そこで本レポートでは、平成18年度に県内の市町から委託を受け、地域住民を対象に実施した胃がん検診の成

績と併せ精密検査未把握者（未受診、未回答）を対象に行った追跡調査の結果を報告し、胃がん検診へのご理解を

深めていただければ幸いです。

受 診 者 数 及 び 要 精 検 率

　平成18年度に実施した胃がん検診受診者数は30,632人（地域）、男女比では１対２で女性の方が多く、年代別

では50 〜70代の受診者が全体の３分の２を占めています。

　このうち ｢要精密検査｣ と判定された方は8.2％（2,520人）で、100人に８〜９人の割合となっています。また、

男女別の要精検率では男性10.5％、女性6.9％と男性の方が高く、加齢とともに高くなる傾向にあります。
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が ん 検 診 に お け る胃 が ん 検 診 に お け る
精 密 検 査 未 受 診 者 の 追 跡 調 査

胃がん検診男女別受診数（平成18年度地域検診）
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精 密 検 査 受 診 率 と が ん 発 見 率

　当協会ではすべてのがん検診で、判定結果が ｢要精検｣ であった受診者の方には精密検査を受けるよう勧めてい

ます。

　平成18年度に胃がん検診で要精検となった方は2,520人で、このうち精密検査を受診された方は2,169人、受診

率は86.1％でした。男女別では男性82.3％、女性89.7％、年代別では女性の50歳〜70歳代が最も多く90.7％、

逆に最も低いのは男性の40歳代で69.6％でした。

　がんが発見されたのは45人、発見率は0.15％（45 ／30,632人）で、1,000人に約１人の割合でがんが発見

されています。年代別では60 〜70歳代が77.8％（35 ／45人）と最も高く、40歳代では見つかっていません。

病期別では、早期がん53.3％、進行がん37.8％、不明がん8.9％となっています。

　｢要精検｣ であった方が精密検査を受診され、結果 ｢がん｣ が見つかった確率を ｢陽性的中率｣ と言いますが、

平成18年度の陽性的中率は2.07％で、これは精密検査を受診された方100人に２人の割合で ｢がん｣ が見つかっ

ていることになります。

　その他、精密検査で見つかる病気は胃以外の悪性腫瘍（男性：１人、女性：３人）や、胃潰瘍（男性：59人、女性：

35人）、胃ポリープ（男性：134人、女性：342人）、胃炎（男性：362人、女性：389人）など、がんの45人を

含めて1,702人（78.5％）に胃の病気が見つかっています。

精密検査受診数及び受診率
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精 密 検 査 未 把 握 者（ 未 受 診・未 回 答 ）の 追 跡 調 査

　胃がん検診の精密検査受診率が低いのは全国的な傾向でありますが、今回調査対象とした当協会の平成18年度

の胃がん検診データでも、精密検査受診の有無が把握できなかった方は13.9％（351人）と、がん検診の中で２

番目に悪い数値となっています。

精密検査受診の有無が把握できない原因としては

　①　医療機関で精密検査を受診していないケース（未受診）

　②　医療機関で精密検査を受診したが、当協会に報告が届いていないケース（未回答）

　の２つがあります。

　そこで、市町の協力を得て精密検査受診の有無が未把握であった351人のうちから、協力の得られる290人の

方を対象に①精密検査の受診状況、②精密検査を受診されていた場合その結果（がんが発見されたか）、③精密検

査を受診されていない場合にはその理由、などの項目について調査を行いました。

調 査 結 果

　調査票の回収状況は290人中、178人で回収率は60.7％

１） 精密検査受診状況

　�　回答者178人中、精密検査を受診されていた方は92人（51.7％）、受診されていなかった方は74人（41.6％）、

無回答者は12人（6.7％）でした。この結果から、精密検査を受診されていた155人については、医療機関か

ら当協会へ精密検査結果報告が届いていなかったことになります。

２） がん発見状況

　�　精密検査を受診したと回答された92人のうち、がんが発見されたと回答された方は６人で、陽性的中率は

6.5％（６／92人）となり、平成18年度実績の2.07％に比べ４倍以上の値になります。結果、本調査時点でま

だ精密検査を受診されていない方、あるいは無回答の方を加えた計86人の方について、同様の陽性的中率で「が

ん」の発見を仮定すると、更に６人程度の「がん」が発見される可能性があります。

　　また、がん以外の病気では胃ポリープ20例も見つかっています。

精密検査未把握者の精検受診状況
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３） 精密検査を受診されなかった理由

　�　精密検査を受診されなかった理由については、①前回精密検査を受けて大丈夫だった（62.7％）、②検診で連

続して要精検であれば精密検査を受けようと思った（59.4％）、③要精検だった理由を自己判断している（きち

んと調べたわけではない）（56.5％）、④精密検査を受ける必要性がないと思った（53.7％）、⑤精密検査を今

後受ける予定である（50.8％）など、自己判断で受診されないケースが多く見受けられます。

４） 精密検査の受け止め方と精密検査受診の関係

　�　検診結果が「要精検」と判定されたことへの感じ方と精密検査受診の関係では、「深刻に受け止めた」場合には、

91.7％の方が精密検査を受診されていますが、「たいしたことはないと受けた」場合には、47.4％の方しか精

密検査を受診されていませんでした。

ま  と  め

　平成18年度に当協会が県内の市町住民を対象に実施した各種がん検診の中で、精検受診率（86.1％）が３番目

に低く、協力の得られた未把握者290人の追跡調査を行いました。このうち178人から回答があり、92人が精密

検査を受診されていました。この92人の中から６人にがんが発見され、陽性的中率は6.5％と予想外に高い値を示

しました。この結果から、調査時点でまだ精密検査を受診されていない方の中にも、相当数の「がん」が埋もれて

いる可能性のあることが推測されます。

　精密検査を受診されなかった理由としては「たいしたことはないだろう」、「連続して要精検であれば受診しよう」、

「自覚症状がないから大丈夫だろう」などの自己判断で受診されていないケースが多かったようですが、決して安

心はできません。

　「要精検」の報告が届いたら地域の保健師さんやお近くの医療機関にご相談されて、必ず精密検査を受診される

ことをお勧めします。

精密検査を受診しなかった理由
（未受診者74名対象、複数回答）
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション

　家族の笑顔は子供たちの願いです。その願いがたくさ
ん詰まった子宮がん検診車が完成しました。この検診車
の笑顔の絵は、松山市内の東雲小学校と姫山小学校の児
童200人に描いてもらいました。
　愛媛県のがん検診車での受診率は、年々低下していま
すが「がん」は避けられない病気になってきました。こ
の検診車は、広報促進につなげるために考案され、県内
各地を巡回しています。
　日本対がん協会の支部である㈶愛媛県総合保健協会は、
県内各医師会の先生方のご指導とご協力を得て、より精
度の高い子宮頸がん検診を実施しています。

笑顔あふれる子宮がん検診車　お披露目

　６月26日に全国巡回がんセミナー「検診を受けて早期発
見！」をテーマに、松山市総合コミュニティセンターで開催
され、約270人の参加者に、がん検診による早期発見・治療
を呼び掛けた。
　国内ではがんで亡くなる方の数が、総死亡者数の約30％を
占め、年々増加の一途をたどっている。検診の受診率を50％
以上に引き上げようと全国展開でセミナーを開いている。
　松山での講演は、日本対がん協会垣添忠生会長（国立がん
センター名誉総長）が「わが国のがん対策に占める検診の重
要性」をテーマに、「市区町村が実施する肺、胃など５つのが
ん検診の受診率は平均17％と低い現状にある。がん死を減ら
すには、受診率を上げることが欠かせない。」と講じられた。
　次に四国がんセンター高嶋成光名誉院長が「乳がん検診受診率50％、精密検査受診率１00％をめ
ざそう」をテーマに、「欧米でのマンモグラフィー受診率は70.8%もあり、非浸潤がんの発見が増加
し、死亡率が減少しています。県内の受診率は約20%であり今後は50%以上の受診を目指す必要が
ある。精密検査は必ず受ける。早期に発見するには毎月1回の自己検診、太り過ぎない、マンモグラ
フィー検診を受診することを続けていれば、乳がんで亡くなることはまずない。」と講じられた。
　最後に特定非営利活動法人（NPO法人）愛媛がんサポートおれんじの会の松本陽子理事長は「がん
患者からのメッセージ」をテーマに、「10年前に子宮頸がんの告知を受け、治療を経験した。その時
なぜ検診を受けなかったか、どうして病院に行かなかったか思うと悔やまれる。皆さんと皆さんの大
事な人のために検診を受けてほしい。」と講じられた。

松山で全国巡回がんセミナー“検診を受けて早期発見！”

　本年４月に、新しいＸ線撮影装置フラットパネルディテク
タ（FPD）を搭載した胸部検診車を日本自転車振興会の補
助を受けて導入しました。
　FPDは、Ｘ線をデジタル信号に変換する薄型パネル状のデ
ジタルＸ線イメージセンサーです。
　撮影後約３秒で撮影画像を確認できる即時認識性と、画
像の隅々までゆがみのない高品質のデジタル画像が得られ
ることにより、精度の高い診断が可能となります。また、
装置自体の感度が高いため、受診者へのＸ線被ばく量は低減します。
　車体には新長期（平成17年）排ガス規制より更に厳しい低排出ガス重量車に認定された車体を使用
しており、環境にも配慮しております。

肺がん検診車（FPD）完成

�



わたしの職場から
松山大学
保健室
谷川 容子保健師

　松山大学は1923年に松山高等商業学校として創立さ

れました。本学は、真実、忠実、実用の三実主義と称さ

れる校訓を85年の教育理念として掲げ、学問と人間性の

涵養をめざして社会に有用な人材育成に努めています。

　大学生5,934名、短大生226名、教職員368名（平成

21年６月１日現在）を対象として、保健室事務長と常勤

保健師3名、非常勤保健師・看護師各１名の計６名で活

動しています。

　保健室は、病気やけが、体調不良の人にとって利用し

やすいよう、キャンパス構内の中央に位置しています。

　大学生及び教職員が身体的・精神的に調和のとれた良

好な状態となるよう、健康づくりを支援しています。

　保健室の職務は、学生及び教職員の

　が主なものです。

　集団検診では、教職員対象の胃レントゲン･腹部超音波検査を昭和56年から愛媛県総合保健協会の検診車

により実施していましたが、平成20年度から学生対象の定期健康診断を愛媛県総合保健協会で委託契約し、

お世話になっています。これにより学生から高い評価を受け、当室の健康診断業務の効率化が図られ、健康

診断事後措置業務がより早期から細やかに対応できるようになっています。

　学生と接するうえでは、主訴に基づきメンタル面も含めて

健康相談を行いながら、将来、社会人として幸せな生活を送

るためのお手伝いが少しでもできるよう心がけています。

①健康診断　

②心身の健康に問題を有する学生及び教職員の健康相談・保健指導

③救急処置及び救急体制の整備

④カウンセリングルームの受付

⑤学校環境衛生に関すること

　現在、平成18年度から開設した薬学部の対応や、教
職員の特定健康診査等、保健室業務も増加しています
が、一人一人を大切に、ニーズに添った対応を心がけ
ていきたいと思います。

左上から　  中江　　　　三井　　　　昔志
　　　　谷川　　 武智保健室事務長　　 勝田
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